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立体化学表記法の混乱について 
Complication of Graphic Representation of Three-Dimensional Structure 
桐原 正之＊、望月 友裕＊申 
Masayuki KIRIHARA and Tomohiro MOCHIDUKI 
Abstract: Structural diagrams which depict stereochemistry have been used in the structural drawings for organic 
chemistry. In general, plain lines depict bonds approximately in the plane of the drawing; bonds to atoms above the 
plane are shown with a bold wedge (starting from an atom in the plane of the drawing at the narrow end of the wedge); 
and bonds to atoms below the plane are shown by broken lines. In the cases of the broken lines, they are typically used 
in three different ways. I. Narrow end as being in the plane of the drawing (Method A). 2. Short parallel lines (Method 
B). 3. Narrow end as furthest from the viewer (Method C). We investigated which method has been mainly used. 
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下の Table l に示した。 23種類中、A 表記採用が 6 種
類、B表記採用が 10種類、C表記採用が 6 種類、D表
記採用が 1種類という結果になった。 
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大学院講義 有機化学 1 且 
IUPAC が B 表記を推奨しているためか、B 表記を用い





① アメ リ カ化学会発行の Journal of American 
Chemical Society (J. Am. Chem. Soc.)の, l962 年. 
1980 年、1990 年、2003 年 
② 日本化学会発行の Bulletin of Chemical Society of 
Japan (Bull. Chem. Soc. Jpn.) の, 1962w. 1980 
年、1990 年、2003 年 
③ 日本化学会発行の Chemistry Letters (Chem. Lett.) 
の、1980 年、1990 年、2003 年 
④ Elsevier 社 発 行 の Tetrahedron Letters 








まず J. Am. Chem. Soc．の結果を、Fig. 5 と Table 1 
に示した。 
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Fig. 5 J. Am. Chem. Soc. 
Table 1 J. Am. Chem. Soc. 
1譲こ 13 19刃 2lB 
論文数 割合 論文数 割合 論文数 割合 論文数 割合 
A 0 aα 娼 ia 272 41跳 5D 64跳 
B 42 67.及 270 74. 197 31.跳 田 7眺 
C 0 a眺 8 2助 万 4α お a跳 
D 9 336% 盟 6α 田 10.跳 1認 五覇 
複数 1 L 6% k 3跳 67 m既 61 7α 




は B 表記が用いられていた。ところが、1990 年、2003 




5(に. Bull. Chom. Soc. Jpn.、 Chem. Lett.、 Tetrahedron 
Lett．の結果を示す。興味深いことに、いずれの場合も 
J. Am. Chem. Soc，とほとんど同様の傾向が見られ、2003 
年では大多数が A 表記を採用していた。 
Table 2 Bull. Chem. Soc. Jpn. 
1 辺 1187 S薮） a113 
論文数 割合 論文数 割合 論文数 割合 論文数 割合 
A 0 Qα 5 7α 40 覗馴 田 ia0% 
B 7 77．跳 37 駈1% お 訟既 4 86% 
C 0 aα 0 a眺 3 3既 2 4眺 
D 2 2跳 m 譲跳 8 9鱗 2 4鱗 
複数 0 Qα 2 3α 4 4眺 3 6α 








          
          


















      






    
         
Fig. 7 Chem. Left. 
Table3 Chem. Lett. 
1優1〕 1187 2lB 
論文数 割合 論文数 割合 論文数 割合 
A 13 2L 0% 邸 54.跳 48 召跳 
B 蹄 風 1% 四 2iα 1 L 0% 
C 1 lα 3 2α 3 4α 
D 11 n既 コ 且甥 11 16鱗 
複数 1 峨  4 3郵 っ山  31% 
総数 62 100% 116 100% 65 100% 
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TabIe4 Tetrahedron Lett. 
1qま） 1IlI〕 all3 
論文数 割合 論文数 割合 論文数 割合 
A 田 14. 郡 4;1) 48眺 5i3 伍鱗 
B 2召 al跳 差4 五既 田 6α 
C 19 4呪 31 3既 31 3裂 
D 田 9窃 116 ia 鱗 堰） 16馴 
複数 p a馴 刃 9鱗 印 7 甥 





SciFinder でもB’ 表記が用いられていた。 
六 
B' 
Fig. 9 日本薬局方および SciFinder の立体表示 
代表的な化学構造式作成ソフトウェアである、Chem 
Draw では、いずれの表記法でも構造式が書けるように
なっているが、Tools ボックス中の Stereocenters を使
って自動的に立体表記をさせると、A 表示のものがあら
われるようになっていた（Fig. 10), 








Chem Draw は、1980 年代後半から 1990 年代にかけて
爆発的に普及し、現在ではほとんどの有機化学者は化学
構造式を Chem Draw で書いている。化学構造式作成ン
フトウェアは Chem Draw 以外にも開発されてきている
が、Chem Draw を使用する有機化学者が多い。Fig. 10 









ことから、IUPAC で A 表示を推奨するように検討して
みる事も必要であろう。 
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Fig. 10 Chem Draw の Stereocenters 表示 
7，まとめ 
専門雑誌に関しては。今回調査したのはわずか 4 雑誌
で、各 4つの年代から1年づつピックアップしたに過ぎ
ない。しかしながら、どの雑誌も年代ごとの表記方法の
使用状況は似通っており、近年は大多数の化学者が A 表
記を使用していることが判った。また、各年代にわたっ
て、C 表記を用いている化学者は極めて少ないことも明
らかとなった。今後、さらなる調査が必要ではあるが、 
今回の調査でおおよその傾向は把握できたと思っている。 
なぜ、近年は大多数の化学者が A 表記を用いるように
なったかについては、化学構造式作成ソフトウエア 
